




小学校学習指導要領（H29.3.31公示）における消費者教育に関する主な内容
（社会科）

 ・販売の仕事は、消費者の多様な願いを踏まえ売り上げを高めるよう、工夫して行われていること
    ・社会生活を営む上で大切な法やきまりについて扱うとともに、ごみの減量や水を汚さない工夫など、

 自分たちにできることを考えたり選択・判断したりできるよう配慮すること
（家庭科）
 ・買物の仕組み、売買契約の基礎
    ・物や金銭の使い方と買物、消費者の役割

 ・物や金銭の大切さと計画的な使い方について理解すること
 ・身近な物の選び方、買い方を考え、工夫すること

 ・自分の生活と身近な環境との関わりや環境に配慮した物の使い方などについて理解すること

中学校学習指導要領（H29.3.31公示）における消費者教育に関する主な内容
（社会科〔公民的分野〕）
 ・社会生活における物事の決定の仕方、きまりの役割
 ・契約の重要性やそれを守ることの意義及び個人の責任について理解すること

 ・金融などの仕組みや働きを理解すること
    ・個人や企業の経済活動における役割と責任
    ・公害の防止など環境の保全、消費者の保護について、それらの意義を理解すること

 ・消費者の自立の支援なども含めた消費者行政
 （技術・家庭科〔家庭分野〕） 

 ・購入方法や支払い方法の特徴、計画的な金銭管理の必要性、クレジットなどの三者間契約
 ・売買契約の仕組み、消費者被害の背景とその対応

 ・物資・サービスの選択に必要な情報を活用して購入について考え、工夫すること
・消費者の基本的な権利と責任、自分や家族の消費生活が環境や社会に及ぼす影響について理解すること

 ・自立した消費者として責任ある消費行動を考え、工夫すること
    ・環境に配慮した消費生活を考え、実践できること ３



（公民科〔公共〕）
• 多様な契約及び消費者の権利と責任、私法に関する基本的な考え方
• 財政及び租税の役割、市場経済の機能と限界、金融の働き
• 活発な経済活動と個人の尊重を共に成り立たせることが必要であること
• 金融を通した経済活動の活性化

（公民科〔政治・経済〕）
• 経済活動と市場、経済主体と経済循環
• 財政の働きと仕組み及び租税などの意義、金融の働きと仕組み
• 市場経済の機能と限界、公害防止と環境保全、消費者に関する問題

 （家庭科〔家庭基礎〕） 
• 生涯を見通した生活における経済の管理や計画
• 消費者の権利と責任を自覚して行動できるよう消費生活の現状と課題、消費行動における意思決定や契約の重要性、
消費者保護の仕組みについて理解すること

• 多様な契約やその義務と権利、消費者信用及びそれらをめぐる問題
• 自立した消費者として、生活情報を活用し、適切な意思決定に基づいて行動できるよう考察し、責任ある消費につ
いて工夫すること

• 生活と環境との関わりや持続可能な消費について理解するとともに、持続可能な社会へ参画することの意義につい
て理解すること、環境負荷の少ない衣食住の生活の工夫に重点を置くこと

（家庭科〔家庭総合〕） 
• 生涯を見通した生活における経済の管理や計画
• キャッシュレス社会が家計に与える利便性と問題点
• 消費生活の現状と課題、消費行動における意思決定や責任ある消費の重要性について理解を深めること
• 消費者の権利と責任を自覚して行動できるよう、消費者問題や消費者の自立と支援などについて理解すること
• 契約の重要性や消費者保護の仕組みについて理解を深めること
• 多様な契約やその義務と権利、消費者信用及びそれらをめぐる問題
• 自立した消費者として、生活情報を活用し、適切な意思決定に基づいて行動できるよう考察し、責任ある消費につ
いて工夫すること

• 生活と環境との関わりや持続可能な消費について理解するとともに、持続可能な社会へ参画することの意義につい
て理解を深めること、生活と環境との関わりを具体的に理解させること

※公民科のうち、「公共」は必履修科目
 家庭科は「家庭基礎」及び「家庭総合」の
うちから１科目

高等学校学習指導要領（H30.3.30公示）における消費者教育に関する主な内容
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https://www.consumer-education.jp/2024festa/


～わたしたちができることからひとつずつ～

地域で実践 わたしたちのエシカル消費

消費者教育フェスタｉｎくまもと

令和６年度

日 時： 令和７年（２０２５年）１月３１日（金）

会 場： 市民会館シアーズホーム夢ホール大会議室
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関係団体からの発表内容の一例 ※内容に変更の可能性あり。

熊本県立熊本農業高等学校

＜報告内容＞
「養豚業におけるゼロエミッ

ションへの挑戦」
企業と畜産農家をマッチン

グ、廃棄物・排泄物の利用によ
り、養豚業から一切廃棄物を
出さない、「熊農ゼロエミッ
ションシステム」を創りだす生
徒たちの取組を報告する。

＜連携＞
高校、畜産農家、食肉メーカー、
石鹸メーカー、子ども食堂等

熊本市立北部中学校

＜報告内容＞
 「人とつながる 社会とつな

がる 未来とつながる ESD 
Well-being」
生徒たちが様々な活動を

行っている（保育園に絵本寄
贈、飲食店の食品ロス削減な
ど）。
こうした生徒たちの取組を

紹介することで、地域での協
同の輪を広げていきたい。

＜連携＞
中学校、地域、保育園、企業等

生活活協同組合くまもと

＜報告内容＞
生協独自に行っていたフー

ドドライブ（家庭で余った食品
を持ち寄り、地域の子ども食
堂等に提供する取組み）につ
いて、県にノウハウを提供する
ことで全県下に広がっていっ
た過程、通信制クラーク高校
の高校生たちとの連携を報告
する。

＜連携＞
生協、県、高校、企業

消費者教育フェスタｉｎくまもと

11


